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決定し、当該商品の「購入」ボタンを押す。 

本稿で焦点を当てるのは、ホームページから

カテゴリページへのアクセスである。アクセス

の方法は、ナビゲーションに示されたテキスト

（2D サイトにおいてはこれに加えて写真の下に

配置されたボタンのラベル）をクリックする方

法と、写真をクリックする方法の２種類がある。 

 

４．結果 

1 人の実験参加者のデータは装置の不備により

記録されなかったため、分析から除外し、24 人

のデータにより分析を行った。図 3に、各サイ

ト使用時におけるホームページからカテゴリペ

ージへのアクセス方法に関して、テキストから

アクセスしたか、写真からアクセスしたかの人

数の割合を示す。 

 
図 3 ホームページからカテゴリページへの 

アクセス方法 (N=24) (縦軸の単位：人) 

 

3D サイトでの 1回目と 2回目、および 2D サイ

トでの 1 回目と 2 回目、 計 4 回の実施における、

カテゴリ空間（カテゴリページ）へのアクセス

方法の相違について、コクランのＱ検定を行っ

たところ、有意な差があることが明らかとなっ

た（Q=15.57, p<.05）。ライアン法を用いたマ

クニマー検定による多重比較で、3D サイトの 1

回目と 2D サイトの 2回目の間に有意差が認めら

れ（z=2.77, p<.05）、3D サイトの 2回目と 2D

サイトの 2回目の間には有意な傾向があった

（z=2.27, p<.10）。その他の水準間には有意差

は認められなかった。 

 

5. 考察 
2D サイトの 1回目と 3D サイトの間には有意な

差が認められなかったが、2D サイトの 2回目と

3D サイトの間には有意差あるいは有意傾向があ

ったことから、3D サイト使用時は、2D サイトを

使用時より、より多くのユーザが写真から次の

情報へアクセスしたと言えよう。Robertson らは、

3D 空間 UI を使用する時、ユーザは実世界での空

間認知原則(principles of spatial cognition)

に従って行動することを報告している 4)。すなわ

ち、3D の空間的なサイトを使用する際には、ユ

ーザは現実世界での経験を活性化し、あたかも

自分がその場にいるかのように、そこに配置さ

れた商品の写真を空間内のオブジェクトとして

扱っているのではないだろうか。それに対して

2D サイトの方は、3D のような空間的な認識は生

じず、そのため写真よりもテキスト情報を優先

した情報探索が生じやすいものと思われる。 

 以上より、EC サイトのように、商品の視覚情

報をより重視するサイトを構築する場合は、2D

サイトよりも 3D サイトを使用したほうが、ユー

ザの注意を視覚情報に向けさせることができる

という点で優れていることが推察できる。また、

そうした 3D サイトを構築する際には、商品の写

真で表示するオブジェクトにその他の情報への

遷移のリンクを組み込むことも重要であると言

える。 

 ただし、本稿の結果は、ユーザのホームペー

ジからカテゴリページへのアクセスデータに限

定した分析である。今後は、カテゴリページか

ら各商品の詳細情報のページへ、ユーザがどの

ような情報探索行動をとっているのかについて、

詳細に明らかにしていく必要があるだろう。 
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